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づ､鋳物の肌砂に 裁て

江 刺 晴 夫覚

On the Facing Sand of SmaIICasting

By Seifu Esashi

Ta.ga WorlくS,Hitachi,Ltd･

Abstract

Itis necessary condition for伽e,lookingcastings that the surface of castingsis

as smooth as possible and has no defects.In foundry practice,the surface of casト

ingsis affected by nlanyfactors.Especiallyitis generally believed thatthe goodh

ness of facing sandis verylmpOrtant.

Itis thepl甘pOSeOfthisarticle to solvetheconstitutionalconditionof facing sand

to make舌ne castings by experiments on the fact that the surface of castingsis

affected by grain size,mOisture of foundry sand and combustible materials,etC‥

they are theconstitutionalelementsof facingsand tlSedin the smallgreen sand

CaStings.

Raw materials of facing sand areNomasandandreturned sand which has been

tlSedin foundry shop.Roughness of castings aremeasured by needle contact type

roughnesstestingapparatus.0‡一this experiment,Noma sand under48meshin

grain size andmiⅩtureOf Noma and O～50percentreturned sand,being added51

-10per Cent COaldust corresponding to the shape and thickness of castings,are･

used for facing sand after being treated by8per cent moisture.

In this case,it was declared that the castings about5 mmin thickness would

have触e surfaceless than40FLin roughness and of nodefectsiThemorecastings

are thick,the more surfaceis rough.The ramming hardnessis suitable to50～70･

degreeby AFA green sand hardness tester,andlit can be obtained by popular

mouldingmachine.Moreover,itwas recognized by this experiment thatthe good-

ness of the surface of casting■S WaS affected bynotonlyfacingsand,but also other

various~factors.

の関心は､そノ〕特殊な使用上の要
〔Ⅰ〕緒 盲

錠物が 麗であるか否かは主とLて詰肌の平滑度と錯

琉の有無によって決定されるが､従来詰肌の掛こ陸封して

溝
口立製作所多賀工場

製造する部門が特に進んで居た

から､紡織機躊物を･

ある｡然し乍ち昨今

の市場･の情勢から製品の品質の向上が要求され始めて､

外の鑑物に放ても箆肌を芙 にすることに

異常な関心が示されて来て居るが､箇所に於ても月寺に
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物に於てこの必要に迫られて居る｡

抑々窟肌の良否を左右する要素として

1)肌砂の可否｡2) 遭方案､特に湯口､堰

の可否｡3)模型(材質表面の状態)4) その

他､造型法､熔湯の條件､ が考えられるが､常

所に於てはこれらの中､1)の肌砂の可否が 肌

を決定する最も大きな要素であると考え､先づ環

肌向上の第一･手段として肌砂の問題を採り上げて

研究することとした｡

本研究は､法域宝型 物用としての肌砂の構成

要素である所の､砂の性質､粒度､含有水分､茨

素添加物等と

して､美麗な

肌の乾さ及び琶癖との朗係を検討

肌を得るための肌砂の作成條件を

決定せんとしたもので､その他製品の肉厚等これ

に附随する二三の問題に託ても若干触れて見たも

のである｡

〔ⅠⅠ〕研究の方法

(1) 肌の剤定性

肌の良否は､これを鑑肌の平i骨匿即ち｢粗さ｣

と｢苺庚｣の有無乃至は程壁の二つに分けて考え

ることが出来る｡

力によって粗雑な

症Eに託ては熔湯乃歴

肌となる｢荒され｣

とかlガスによって凹 を生ずる｢吹か

れ｣等それぞれ固有な特徴に依って容易

にこれを判定することが出来る｡これに

勤して躊肌の苛ほの判定に託ては昨今多

くの論議が出た援である｡即ち鎧肌の粗

さの程度というものは雪々は特定の 肌

第1固 鰯針法に依る粗さ測定婿果の軌跡

Fig.1The result of measurement by the

needle contact type raughness tester.
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~面を光にすかしてその凹凸を見るとか､

又は指先で梱れてその平滑度を感ずると云うことで

して居るが､この凹凸の状態が 肌の場合に於ては甚だ

不規則である｡徒釆､機械仕上面等の粗さ測定に用いら

れて来た鴨針故､光切鄭迭乃如き断面的検査法は､旋盤

仕上両の如き規則的粧さの測定には適して居るが､鍔肌

の如き特定な面積内の不親則な乾さの測是懲として､果

Lて妥常であるか否かは頗る問題となる粘である｡換言

第2固 躊肌試験片寄民

Test pleCeS for measurement of the surface

Of castings.

すれば躊肌の現さの如き≡元的封象に勤して､=元的表

示が可能であるかどうかと云う であると考える｡これ

に関して､従来乃断面的瞼査法によっても､略々肉眼乃

至は鴫覚に依る結果と一致すると云うことが最近の報告

で確 された様である1)｡筆者も梱針法に依る結果と､

肉眼による判別結果を比較して見た所､艮好な結果を得

たので編針法を採用することとした｡
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第l国に測冠結果の代表的な軌跡を示し､第2圏にそ

れに封應する 肌面を掲げた｡粗きは第l圃の軌跡に於

て異常部分を除いた最大の山と谷の問の距離を 〟(1/10

00TIlm)で測定した佗を示す｡箇測定の内容を記すると

次の通りである｡

縦倍率 500倍 針の移動速度 0･2m叫min

横倍率 50倍 試片の測定距離10mm

(2)肌砂の原料､詞砂方訟､及び試教法

主として使用された原料は､野間砂､中子陵砂より凌

生した古砂､及び一部の 放に土岐控碇砂の三種であ

る｡第1表にこれらの粒度分布､粘土分の測定結果を掲

げる｡

葬1表 原料砂･乃粒寛分布

(備考)重量百分率

これらの原料を用い､与れぞれ各賀験項凱こ應じて､節

別後､所要の添加物を配合して､一局條件に十分温捏す

る｡筒調整された肌砂は､試簸け躊造前に通気率､粘着

力､抗墜力等の性能試験を行った｡試験方放は何れも､

AFA制定の方法に従ったものである｡

(3)環肌試験昔とその躊遵法

錯肌試験片は50×50×5mnl寸法乃もので､この模

型はラウタル製金型の4箇定盤付となって居る｡肌砂は

.一模型表面に約10mm厚みに使用し､込砂は野間砂を使

用して､これを造型機によって環塾酸度50′･■70(A･F･

A.)の程度に造型する｡覧込まれた熔湯は第2表の如き

成分を有する鎧鋳で､琶込況_撃は約13800C内外であつ

第2衰 椿湯の化学成分

T.C silMn.PIs

3.4 2.1 0.6 0.2: 0.06

(備考)単位百分撃

た｡同一肌砂から何れも8枚の

付けない

駿片を採り､凡て痴≡を

にサソドブラスト厳選を行った後､第3圏に

缶肌試験庁

第3圃 肌試鹸片

Fig･3 Test pleCe for measurement of

the surface of castings.

示す様な試片の下部を憲肌の観察の対象としたもので結

果は 敏片8枚の平均を採った｡

〔ⅠⅠⅠ〕賓駿結果とその検討

(1)砂粒度の影響

肌を左右する最も大きな因子は肌砂の粒の大いさで

あると云われて居るが､一般に普通天然董の 極十水餅物

めて廣範囲の粒度を有するために､趣く狭い範囲内に粒

度を秀一にすることは努力の上からも又梶済上からも甚

だ不利である｡従って一種類力節によってその節下を採

るか､乃至は 円上可能な範圃の二種類の節を用いるか

の二つの方法が考えられる0本貨験に放ては前者の方法

を探り､原料の野間砂と古砂を各粒度の節で締った帯下

を使用し､更に典型的な例として､建砂を用いこれを可
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第3表 珪砂打粒壊による錆肌粒き√婆化

第32 第4う堆

粒 安 へノ1esh

親 き 〃

20._28

測定不離

28～35 35.}4･8

測定不能 300

48～65 65～100 100′･･･150 150～2001200下

250 140

第4末 弟兢 に 及ぼす粒寛の影響

74 36 30

粒 賛

A-1～A-6

A-7

A/一1.}A/_6

A/-7

B-7

B･2.-B-5

B-6

■

B-7

B/一1～B/-6

B/-7

35Mesb下′-12〕下

2JO下

35下←12こ)下

2〕0下

35下

48~~F～100下

120下

2t〕0■F

35下′･･･120下

2〕0下

肌砂 芳､配合

野 間 砂

同 上

野間砂+石炭粉(10%)

同

古

同

同

同

上

砂

上

上

上

古砂+石炭粉(10グム)

同 上

及的に粒度を奔一にした場合に託ても寅駿を行って見

た｡

第3表は薩砂の粒度を揃えた場合の粗さをさ示した｡

この際は粘結剤として約10%(重量)の木節粘土を添卿
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Fig･4 Relationbetween grain si2:e and

rouglmess of mouldingsand.
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鏡 碇 の 状 態

な

砂入り､菜きれ多し

な

砂入り荒され､

僅か荒きれ

捲か荒され

砂入甲荒きれ多し

状波多し

砂入町荒きれ縞状渡多し

瓢状凹み

謝状凹み

謝状凹み

粘状凹み､

謝状凹み多し

し水分を約5～6% とした｡鎧肌の粗さは粒度の大なる

もの程間.くなり､これは肉眼の鑑別によっても開

の順位が
.められるものであった｡筒この時の鑑凪ま全

く蛋生していない｡

第4匡l､及び第4表は､野間砂及び古抄を各軽粒度の

姉一億で始った掃｣下を用いて行つ

この際｢荒され｣

取結果である｡倍

の政略を防ぐ意味からl野間妙には

木柄粘土を5%､古妙には1Cヲ′らを添加し､更に石米粉

を添加した場合としない場合の二通l)の試験を行ったも

のである｡第4固の結果によると野間砂､古砂共に拉度

の大なる程､粧さが粗大になる は先の第3表の結果と

同様であるが､1001!esh迄は粗さ攣化の割合は此較的

大きく略々直鞍的に低下し､100九Tesh以下に細くなる

と壁化の割合は急激に少くなり､直鯨は100丸サesb 附

近に於て屈析している｡

躊肌の粗さと云うものが若しも砂粒の大いさにのみ依

存するとすれば､第4固の直綜は何れも 瓢に版数する

と考えられるが､皇際には鋳型内のガス匿等多くの要素

が影響するのて､これは考えられない｡この場合､100

Ⅳkshよりも細いときは通気変の減少等の現象が影響し

たものと考えられる｡従って粒度の影響は1〔OMeshよ
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革5囲 肌砂の性質に及ぼす粒匿の影響

Fig･5 Effect of grain size to the

property of facing sand･

り大なる時に著しく､100Mesbよりも小なるときは左

程著しくないと云うことが云えるのである｡同一弓師下の

ものでも古砂は野間砂よりも粗さは大で､又石炭粉を添

加することに依って同一･粒度の砂でも甚しく粗さを低下

させるの められたが､これらに託ては後述すること

にしてこゝでは鴨れない｡第5圏に肌砂の性能試験結果

を囲示したが､粘着力は35Mesh下､200Mesh下の

両極端に於て最も低く､野間妙に於ては100九4esh下､

古妙に於ては120Ⅳksil下のものが最大値を示した｡

通気率は200丸‡esb下のものは何れも20以下の低値を

示しこれらは先の現さとの関連許りでなく､第4表に示

す鐸碗の更生状況とも明瞭な関連を見せて居る｡即ち

200Mesh下を使用した場合は何れも｢荒され｣或は｢砂

入り｣等の鮎を生じ､更に石炭粉を 加したものは多

量の更生ガスのために所謂｢きらわれ｣の現象を起し､

彩しい 状の波を生じた｡尚古砂を用いたものは何れも

｢吹かれ｣様の粘状凹みを生じたが､これに就ては次項に

於て述べる｡

(2)原料砂の差異に依る影響

前項の宜験に放て同一粒度のものでも野間砂と古秒と

は各々躊肌に勤して相常に異った結果を興えて居る｡古

237

砂は踪張工場に於て蒙生する中子の腰妙であって､相営

多量に葛生する報これを肌砂用原料として利用すること

は- 臍上望ましいのであるが､前項の結果からすれば

肌砂としての性能は野間妙に劣って居る｡然し乍らこれ

を野間砂と混合使用することに依って､箕分でも利用す

ることが出来るか否かと云う粘に裁てr･應検討して見る

必要があると思われる｡

今48九与esll下の野間砂､古砂を採ってその性質､錯

肌状況を比較して見ると(第5表参照)古妙は野間妙に

第5表 野間砂と古砂の比 (48Ⅳksh下)

此して通気率は幾分高く､強度は幾分低いが粗さに於て

は56〆りこ勤して74JJと 30%以上も粗くなって居る

これは古砂の平均粒度が大であることに主な原因がある

と考えられるが､その他粒の形状とか耐熱性の相違等に

もー･半の原因があると考えられる｡

次にこの古砂を野間砂と併用することに依って古砂を

どの程度利用し得るかと云う瓢を検討するために148

九Iesh【Fの野間砂､古砂を教程の割合に混合して肌砂

を作成し同様の貿股を試みた｡その結果を第6表､第.6

圏に囲示する｡粗さは古砂の多くなるに従って漸次粗大

となって行くが､古砂50チ∂迄はその噂大の程度は少い

様である｡古砂25%で2〟､5〇%で4〟の替大に過

ぎないが､75グるでは13J`と埼加して居る｡石炭粉を

加した場合も略々同様の傾向を示して居る｡

綺前述の如く古砂を用いた場合の特徴は､ 肌全面に

黙状の凹みを生じ､石炭粉を添加することに依ってこれ

は更に助長されると云う寄空である｡この凹みを戟察し

た結果､局部的な｢吹かれ｣の現象であると推定し､古

砂を水洗後使用した場合と更にアルカリ沈滞した場合の

肌砂を作成して 肌を観察した結果､第7固に示す

水洗に依ったものは幾分凹みが兢少し､アルカリ沈滞に
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第6囲 野間砂､古砂況月jに依る粗き､性質の奨化

Fig･6 Change of roughness and

SOne Other propertieshy mixing

Noma sand and returned sand.

依ったものは殆んど叢生しない程度になることが明かと

なった｡結局これは中子抄の一部に用いた tll

､
.
‥
･

古妙に残留して局部的｢吹かれ｣の現象を起したものと

考えられる｡綺この粘状凹みは野間砂､古砂混合の場合

第6表の如く､古砂25%では僅かに叢生し50%混合

では野原に叢生するのが認められた｡

(3)水分の影響

野間砂のみ及び野間砂､古抄混合(1:1割合)のもの

二軽の肌砂を用いそれぞれ右翼粉を 加した場合しない

第32巻 第4蟹

第6表 矧閏砂､古砂浪合の数果(48Mesh下)

肌砂の配合
試 番

NO-1

// 2

〝 3

〝 4

/′ 5

NOC-1

〝 2 て

// 3 皇

// 4

′′ 5

野間砂

% F

lOU l

75

50

25

古 砂

25

75

100

上の配合に石炭粉
1し%添加す

同 上

同 上

同 上

同 上

痴;の状態

な し

同 上

黙状凹み

同 ｣二

同 上

た し

僅か獣状凹み

一 瓢舵凹み

同 上

同上多し

場創･こ別けて､水分を5-15%の範囲に欒化させて水

分の影響を調査したもので､結果を第8-9園及び弟7

表に掲げた｡

躊肌粗さは二三の例外を除いては一般に水分の埼加に

従って粗大になる｡但し5%から8%迄の問では粗大

の傾向は極めて僅か乃至はむしろ減少の傾向を見せて居

るが､■8%以上では急激に粗大となり､15%では100/月

内外の粗さを示して居る｡これに関しては､水が熔湯と

作用して Fe+H:0→FeO+He の如き反庵を起し生じ

たFeOが砂と作用して更に FeO-SiOご一Al已03 の如き

流動性の硝子質を作って砂粒問に藩透することと､更に

型内のガス墜が高くなる事等の理由が挙げられて居る

が､筆者は更に水分が多くなると､茶室験に用いた様な

細粒を多く持って居る妙に於ては､

■
●
- 審･軒 廓軒弟射場終夜 こ ニ ･

■
･

雷･腎､′､組薮冬J裟某

第7国 吉妙に依る吹かれ現象

ニ ご ご べ ′

感触､■孔カブ凍組掛声

Fig･7 Phenomenon of=blow=t)y uSing returned sand.

極めて細い砂粒は水分の吸着力に依

って粗い砂粒に吸着密集して､所謂

見掛粒壕が の粒度よりも柏常に粗

くなると云う現象を､成型した

面に放て明瞭に めることが出来た

わである｡領この際は肌砂の流下性

が非常に低下するために 塑面の塑

締めが不十分になることも興って居
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Fig.9 Effect of moisture to the properties

Of facing sand.

ると考えられる｡

簡第8園に依ると水分7%と8%では粧さに放て殆ん

ど攣化なくl更に石炭協を加えたものは8%水分のもの

が7%一のものよりも寧ろ粧さが低下して居るのが特異な
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現象である｡これは水分吸着性の大きい石漠粉

が添加された結果によるものと考えられる｡第

9固の性能試験に依ると､何れも7～8%に於

て最大値を示して居る は既に知られた事宜で

あるが､通完率の萱喜引ヒの割合の少いのは砂粒が

一･般に細いものを多く含んで居るためであろう

と考える｡ の叢生状況はヽ何れも水分5%

では｢砂入り｣｢荒され｣が多くて錯肌の美都が

著しく害される｡文吉砂混合のものは何れも吹

かれ の箱状凹みを生ずること前と同 であ､る

が､水分15%を含むもののみが叢生して居な

いのは粗さが非常に粗大となった篤であろう｡

以上から肌砂の水分は7′一8%が適酋であり､

更に石茨粉を含有したものはこれより幾分多く

8%程度が連署であることが斯かとなったので

ある｡

(4)茨 添加物の影響

肌妙に石炭粉等の茨 索

は､｢砂落ち｣を良好にし

う利

焼物をき悉加すること

にすると云

から､従来一･投に用いられて釆た桟であ

る｡この を考寂して前述の 瞼に放ても凡て

石凝粉10%添加した場合を扱って釆たが､こ

れらを通じて石炭粉を添加した場合の一貫した

特徴は､肌砂の弓鼠壁を噂･大し而も 肌の粗さを

相常に低下させると云うことである｡

蜜傲1)に放ける第4固から各種粒度の肌妙

に於ける石炭粉を添加した場合としない場合の

粗さの差を調べると､第10圃の如く粒度の粗

い場合程粗さ低下の度合は大きい｡更に石炭粉

を用いた場合と用いない場合の同一濁さに封應

する肌砂の粒度の関係は第11圃の如くにな

る｡(第4圏参照)この関係は砂の種類､性質

等によっても営然異って来るもので固より一･待

な関係ではないが､これによると100Mesh 下の粒度

の肌砂が示す粗さを得るためにはヽ石炭粉10% を使用

した場合に65MesIl下の粒魔の砂を用うれば良いこと

を示して居る｡



240 昭 和25年5 月 日 立 許 第32各 節4鱗

第7表 躊症に及ぼす水分･の影響

M･1

M-2.}M-5

MC-1

MC-2.}MC-5

Ⅹ-･1

Ⅹ-2～Ⅹ-4

Ⅹ一5

ⅩC-1

ⅩC_2....XC-4

ⅩC-5

野 間 砂

同 上

野間砂十石炭粉

同 上

野間砂+古砂+粘土

同 上

同 上

同上+石炭粉

上

同 上

7.}15

7～15

7.}10

15

7′}10

15

この種の添加物としては石炭粉の外にも程々考えられ

るが､こゝでは普通容易に利用出来るものとして石炭粉

黒鉛粉､木炭粉､コークス粉の4種を選び､これらの

加量と適應性に就て次の聾験を行った｡即ち野間砂の

48Mesh下を選び､これに上 加物を5～2コ% 混

合して肌砂を作成し､この際の鎮肌を調査したもので､

結果は第12-13圃､第8表に掲げた通りである｡筒石

茨粉､木炭粉､コークス粉は原料モロールで粉砕後100

Mesll節で滞った締下を使用しヽ黒鉛粉は市販の土壌黒

鉛を用いた｡この結果､粧さは石茨粉の場合10%迄は

l

l

2 0 年∂∂β∂070∂/207仰/60

餌 巨 ~meざわ

節10固 石方と粉10%添加に於ける粗き

低下と粒直の閑停

Fig.10 Relation betwe色n decreasein

roughness and grain size atlO

per cent coaldusL addition.

克きれ､砂入町多し

なし

荒きれl砂入り多し

なし

荒きれ多し 鮎状凹み

鮎耽囲み

なし

荒され多し､至貼耽凹み､縞状汲

鮎耽凹み

なし

nU

nU

ハリ

ハリ

ハV

節
目
蔑
む
だ
厄
炭
粘
添
加
セ
ズ

低下して行くが､そ

れ以上では殆んど攣

化なく(15%以上で

は寧ろ噂･大の傾向)

木炭粉は5%以上で

饗化が少い｡黒鉛及

びコークス粉は2J%

迄漸次低下の傾向を

見せて居る｡粗さを

低下させる割合は石

茨粉又は木炭粉､少

コークス粉卜黒鉛粉

の順でありこれは燃

焼速度の大なる順位

2()仰 β0 β∂'〃♂

節目初es万(厄炭茄添加b

第11固 石炭粉添加によって低下する粗き

と同一粗さに封腹する節目(mesll)〉

の関係

Fig.11Relation between meshes of

facing sand containing coal

dust or not.

と考えられるが､これらの検討に託てはこゝでは騙れな

い｡第13圏の性能試験結果で著しい特徴は､石茨粉､

黒鉛粉､コークス粉共に

噂大して居るのに勤し､

加量の喝すに従って粘着力カ

木炭粉のみは著しい滅少を示し
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Fig.12 Relation betweenroughness and
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nlaterials.

て居ることである｡これは直ちに琵痕の叢生にも影響

し(第8表参月経)木炭粉の添加されたものは｢紗入l･)｣

r荒され｣多く､添加量10%以上になると更に甚しくな

って居る｡石私 コークス､黒鉛の三者に於ても添加量

が15%を超えると何れも僅かの｢砂入り｣｢荒され｣現

蒙が見られ､更に石家格のもののみは所謂｢きらわれ｣

による

試

められた｡これらの炭素添加物に関

第8表 菌症に及ぼす炭素添加物の影響

添 加 物!添加量ヲ易
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第13団 肌砂の性質に及ぼす炭素添加拘の影響

Fig.13 Effect of combustib】e materials

to properties of facing sand.

しては､各々 ､叢生ガス量等に亙って更に詳

細に検討すれは非常に興味深い間詔があると考えられる

がこゝでは梱れなかつた｡以上の結果から石裳粉､又は

コークス粉を製品に感じて5-1C%添加するのが望まし

い様である｡

錯 舶三 のi択 慧

(5)肉J宜及び覧塾硬度の影響

前項迄に鴨々肌紗を構成する種々の要

素と覧肌との関係に裁て槍討したが､本

項では肌砂以外に錯肌に影響する 傑作

の中最も重要と考えられる鎧物の肉厚及

び掲固め硬度と鎧≡肌との関係に託て一･應

の検討を行って見たものである｡

(A)肉厚･乃影

肌砂としては48九†esh下の野間砂及

びこれに石炭粉､黒鉛粉､木炭粉をそれぞ

れ10鯨添加した4瞳の砂を佐用しこれを

寸訟50mm平方で厚みを 5-30mm

に饗化させた5種類

低件に島遷しlその

の を用いて同一･

肌を在廷察した｡第
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14圏はその結果を固示したもので､

何れも肉厚の大となるに従って租さは

檜大し､肉厚30mmの試片は5mm

のものに比べて約2倍の粧さを示して
視

居る｡これは肉厚の大なる場合程､錆 さ

型の熔湯による過熱の度合が甚しく､ 〟

ガース 等の影響が大きくなって来るた

めと考えられる｡

(B) 塾硬度の影響

野間砂及びこれに石炭粉10%を添

加したものの2畦の肌砂を用いて､造

型機に依って従来の試験片銭型を成型

しこの 型面をA･F･A.生塑硬度計を

以て硬度を渕屈してこれと桔肌との関

係を見出さんとしたものであるが､宜

日 立 評 第32巻 第4鍍
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第15固 鋳型硬定の粗きの関係

Fig･15 Relationbetweenroughnessof
caslings

and▼mou]d hardness.

駿に督って硬度の正確な把超が頗る困難であった｡即

ち50mm平方の同一試験片内に放ても部分によって3

一4程度の硬度の

さ郎

ル

異がありヽ更に周一枠内4箇の試験

戚
ア
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超 喜
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帝14園 銭鋳物の肉厚と粗きの関係

Fig･14 Re】ation between roughness aud

thickness of cast】ngS.

片に放て場合によっては10以上の硬度差を見たのであ

る｡従って本賀戯では試片1箇に付き2箇所の測定療

其の平均を採ったが､恐らくは正確な平均硬度を把捉し

得たか否かと云う瓢こ就ては郎る疑問があると考える｡

従って第15圏の結果も同一硬度に於て､粗さに相皆の

バラツキを見せて居るが一大腔の傾向としては概ね硬度

の高い程粗さは低下すると云うことが云える｡又同一の

妙に於ては錯塑硬度の高い程通気率は低下するものと考･

えられるからl換言すれば粗さは通気率の低い程低下す

るとも云える｡綺こゝでは政度8〕以上を得ることが出

来なかったが､これ以上になっても粗さが低下するか杏

かは疑問で､その場合は恐らく通気率低下の影響等によ

って却って粗さは噂大するのではないかと想像される｡

石炭粉を添加した肌砂では現さの欒化が頗る箆少であ

ってヽ硬度40～89の範国内では殆んど粗さの 化はな

いと云って艮い｡普通造型作業に依って得られる硬度は

59～70 程度の範囲であるが､この間の硬度の影響は秘

めて少いと見て良く､むしろ録兢の藍生を考志して避雷

な硬度を採るのが妥首であると思う｡

〔ⅠⅤ〕結

以上躊肌の粧さ及び鑑坑の

盲

態と､主として肌砂の作
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成僚件との蘭係に託て検討した結果を綜合すると次の通

りである｡

1)--一一｣般に砂粒の細い程培肌の粗さは低くなるが､100

Mesb迄は略々砂粒の大いさに比例する､100Mesb よ

り細くなると粗さ低下の割合は少い｡而も100Mesb-よ

な.＼
細hソ ると肌砂の性質も低下して 厩を叢生する怖れ

があるから､砂粒は100Mesh 甜下迄を限度とするの

が妥常である｡

2)肌砂原料として野間砂は古砂よりも同一懸斐のも

のでも粗さは低くなる｡雨着混合の際は古砂を50ヲる程

度迄使用しても粗さの影響は比較的少い様である｡又古

砂は中子粘結剤の残留して居るため｢吹かれ｣様の黙状

凹みを生ずる特徴がある｡野間秒と混合使用した際にも

50%になるとこれが明瞭に表われて来る｡以上から野

間砂は音砂よりも､躊肌に封して好結果を興えることが

関原となった｡

3)肌砂の水分は増加するに従って粗さは大となって

来るが､8%を超えるとその程度が急激となる｡普通7～

8%が通常で石炭粉を含有する場合には8%必要である｡

4)石炭､黒鉛､木炭､コークス≦ 等: の粉末を肌

妙に加えると絵肌の現さは著しく低下し､その能力は石

炭(木茨も略々同じ)コークス､黒鉛の順である｡この

中木茨は肌砂の強度を著Lく弱めて｢荒され｣等の -∴

を生ずるために利用は困難であり､他の≡老も15%以

上 加すると鎧滴を生ずろ傾向がある｡石炭粉又はコー

クス椅を5-10%使用するのが望ましい様である｡

5)転物の肉厚大なる程粗さは檜大する｡又綜型硬度

が高い程良好な粧さを興える傾向があるが巨型の通素性
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等の影響を考慮して50～70の範囲にするのが適皆であ

ると思われる｡

普通鋳物が外戟上美麗であるとされて居る粗さは6J′`

以下と云われるが､粗さのみを問題とするならば以上の

結果から野間砂48Mesh 下のもの､乃至はこれに50

%程度迄の古砂を混合したものに､ に石米粉を5～10

%添加した肌砂 は､何れも40〃以下の粗さの鯨肌を

得ることは顕る容易である｡然し乍ら問題となる阻ま､

な小 片でなく､寅際の震い鑑肌団を有する製品に

於て如何にして

ある｡本

召無にするかと云う馳こある様で

陰に放ても､肌砂の極端な條件下に於ける鋳

病の叢生状態に嫡しては若干の観察を行ったが､貿際に

潜ってはこれでは不十分であl)､思わぬ際に盛々

生じて､良好な粗さを有するがために却って僅かな

が際立って目立ち､琵物の うことが多いのであ

る｡其斤く観じ来ると､肌抄と云うものは躊肌を左右する

最も根本的な而も主要な変素ではあるが､完

鎧物を作る要素の全部ではないと云うことが今更乍ら詑

識されるのである｡本 特に模型の條件､

湯口､堪の條件等の影響の少くないことを痛く経験し

た｡従って完全に美麗な鑑物を得るためにはl更にこれ

らの瓢をも結合的に研究して行く必要のあることを痛感

させられた次第である｡
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